
 
 

令和８年３月１７日 

 

与那原町長 照屋 勉 様 

 

与那原町上下水道事業経営委員会 

委員長 島袋 隆志 

 
 

与那原町水道事業経営戦略及び与那原町水道事業ビジョン 

の更新について（答申） 

 

 本委員会は、令和８年１月２３日付け与上下水第 161 号で諮問された経営戦略及び

水道ビジョンについて、委員 5 名により慎重に審議した結果、次のとおり答申します。 
 

記 
 

１．答申内容 

（１）与那原町水道事業経営戦略の更新について 

 本経営戦略は、中長期の収支均衡、更新需要の平準化、災害対応力の強化を柱に

水道事業の持続可能性が確保されていることから適当である。 

（２）与那原町水道事業ビジョンの更新について 

 将来にわたり安全・安定給水を継続するため、水需要の変化、施設管路の老朽化、

人材確保等の課題を踏まえ、持続・安全・強靭の観点から、工程・優先順位・指標を備

えた実行計画となっていることから適当である。 

 

２．附帯意見 

（１）計画の整合性と住民への説明 

 両計画については、人口・水需要の見通し、施設更新や耐震化の取組、財政見通し

などが相互に整合するよう整理するとともに、その考え方や前提条件を明確にし、住民

に対して分かりやすい説明に努めること。 

（２）管路耐震化の優先推進 

 管路の更新及び耐震化は、客観的基準により優先順位付けを行い、計画的かつ重

点的に推進すること。 

（３）経営基盤の強化と PDCA 

 業務の効率化や外部活用等を含め、経営基盤の強化に取り組むこと。また、計画の

進捗について毎年度点検・評価を行い、環境変化を踏まえた見直し（PDCA）を確実に

運用すること。 


